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5 . お客様の安全のために（セキュリティ確保）5 . お客様の安全のために（セキュリティ確保） 	õ�Ö�•�j�É�z
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テロ等非常事態対策
　国土交通省の作成した「鉄道テロへの対応ガイドライン」に基づき、「不審者・不審物の対応マニュアル」を整備するとともに、鉄
道テロの発生を抑止するため、防犯カメラや非常用インターホンの設置、侵入防止対策、警備腕章を着用しての巡回等、各種取組
みを実施しています。

　　【防犯カメラ設置】
　車内や主要駅及び無人駅、車両基地や踏切に防犯カメラの設置を進めています。

�7�*�&�8
�


　　【警備腕章、警備ベスト等を着用しての巡回】
　テロの未然防止を図るため「見せる警備」の一環として、警備
腕章、警備ベスト等を着用し、巡回警備を行っています。

　　【非常用インターホンの設置】
　不審者・不審物等をお客様が発見したとき等に、駅係員への連
絡を迅速に行うため、主要駅のホーム階段付近に非常用イン
ターホンを設置しています。

車内・駅の防犯カメラ
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5 . お客様の安全のために（セキュリティ確保）

【侵入防止対策】
　主要な車庫や留置線に対して、侵入防止フェンスの新設や警
告看板の設置、照明や防犯カメラの増設等、様々な対策を進めて
います。

【非常時映像伝送システム】
　警視庁、埼玉県警察本部と協力し、テロ等非常事態発生時に駅
防犯カメラ映像を警察に伝送する「非常時映像伝送システム」を
構築し、テロ等非常事態発生時における早期の状況把握と、事態
の早期収束に向けた連携体制を整備しています。

　　【テロ対策対応訓練】
　不審者・不審物への対応能力の向上を目的として、テロ等非常事態の発生を想定した対応能力向上訓練や護身術講習を、警察・
消防機関と連携して行っています。また、列車の走行中に車内で傷害事件等が発生したことを想定して、乗務員による初動対応や
お客様の避難誘導、刃物に対する防御方法等についても訓練を行っています。

当社

迅速な
指令
指示

迅速な初動対応
救護活動

非常
事態の
認知

非常時の
映像伝送

専用回線
早期の
状況把握

防犯カメラ

POLICE

早期終息に向けた
連携体制

対応能力向上訓練

不審物対応訓練
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6 . 社員教育6 . 社員教育

　輸送の安全を確保することを目的として社内の教育規程に基づき、必要な知識・技能の習得のための社員への教育訓練を行っ
ています。駅係員・乗務員・技術係員等、全職種に関する教育を総合教育訓練センターにおいて実機教材を用いた訓練を実施する
ことで、教育効果の向上を図っています。

シミュレータ教育
【乗務員（運転士・車掌）の教育訓練】
　鉄道乗務員養成所では、机上教育と鉄道運転訓練シミュレータを活用した乗務員の養成教育を実施しています。また、養成教育
のほかにも、現役乗務員に対する教育訓練においてシミュレータを活用しています。

【駅係員の教育訓練】
　列車の到着から発車までの基本的動作や安全確認方法、事故が発生した際の対処方法について、机上教育を行うとともに鉄道
運転訓練シミュレータを活用した訓練を実施しています。また、自動券売機や自動改札機等の駅に関係する機器の取扱方法等に
ついても、専用の訓練施設において実機を使用した訓練を実施することで、より実践的な教育を実施しています。

訓練線での教育
　総合教育訓練センターでは、社員のさらなる技能向上を図るため、訓練線を活用し、普段営業線では出来ない実地訓練を中心
に、より実践的な教育を実施しています。

運転士の教育

車掌による訓練線ホームでの実地訓練

車掌の教育

車両検修係による訓練線ホームでの応急処置訓練

駅係員の教育（基本動作の習得・機器の取扱い）
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6 . 社員教育

異常時総合訓練
　踏切において列車と車が衝突した事故や、自然災害を想定した異常時総合訓練を、南栗橋車両管区及び森林公園検修区で実施
しました。

技術部門における教育・訓練
　車両部門では、故障の発生に繋がる要注意作業や、作業頻度は低いものの技術継承が必要な作業をテーマとして事前学習や練
習を行い、その成果を披露する「技能研修会」を実施することで知識と技能の向上に努めています。
　施設部門では、知識や技能の継承・向上を目的に様々な訓練・教育を実施しています。また、実践的な訓練の一環として、社員が
トラブルの状況を判断し自ら考えながら設備の復旧を目指す「ブラインド（シナリオレス）訓練」を実施し、異常時における判断能
力の向上を図っています。

技能研修会（南栗橋工場　空制職場）

電気保全部門の訓練

脱線車両復旧訓練

技能研修会（南栗橋工場　回転機職場）

線路保全部門の教育

踏切設備復旧訓練
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6 . 社員教育

【車両避難計画・車両避難訓練】
　浸水ハザードマップを活用し、大型の台風接近や大雨によ
る浸水被害が懸念される車両基地等については、留置してい
る車両を浸水の及ばない高架区間等に避難させる車両避難
計画を整備しています。車両の浸水被害を防ぐことで、事業
継続へのリスクを低減させます。なお、車両避難訓練を定期
的に実施しています。

【ジャンクション駅における避難誘導訓練】
　「防災の日」及び「防災週間」に合わせ、大規模な地震発生による負傷者及び帰宅困難者の発生を想定し、警察・消防・自治体・同業
他社と合同でけが人対応・避難誘導・帰宅困難者対応訓練を実施しています。2023年度は東武栃木駅で実施し、改札内コンコー
スから一時滞在施設までの避難誘導等を行いました。

関係機関合同対応訓練避難誘導訓練

車内での乗務員点呼訓練

【災害を想定した確認・訓練】
　東日本大震災が発生した3月に、災害発生時の再確認とし
て、お客様の避難誘導経路、避難誘導場所、連絡・召集体制、要
注意箇所並びに点検方法の確認等を実施するとともに、災害
発生時の訓練として、現場画像共有システムを活用した本社
と災害現場の状況画像の共有訓練、列車の一旦停止訓練等を
実施しています。
　また、9月には防災週間に合わせ、大規模災害の発生を想
定し、安否確認訓練や現業部門と連動した対策本部設置訓練
等の災害対応訓練を実施しています。

対策本部設置訓練

【避難車両イメージ】

大規模な台風など

車両基地

車両
の避

難

浸水被害
の可能性

高架区間等の安全な場所へ避難

高架区間に留置された車両
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6 . 社員教育

「視覚に障がいのあるお客様への対応教育」
　視覚障がい者団体と協力し、鉄道関連施設において、視覚に障がいのあるお客様の行動の特性や、ご案内するうえでの注意点等
を理解するための社員教育を実施しました。

e ラーニングによる教育
　さらなる安全管理体制の充実に向けて運輸安全マネジメント制度を理解する目的で、「安全マネジメント eラーニング」を実施
しています。

指差確認喚呼効果体感ソフトを用いた教育
　ヒューマンエラーを防止するための基本動作である「指差確認喚呼」の効果を体感することにより、指差確認喚呼の重要性と必
要性を理解する教育を実施しています。

車両からの乗降体験 模擬踏切道での脱出体験

【事故から学ぶ展示室・安全への誓い】
　過去に発生した重大事故を風化させることなく、鉄道事故の怖さを知り、二度と同じ過ちを繰り返すことのないよう、
尊い犠牲の上に得られた貴重な教訓を後世に引き継ぐことを目的に、「事故から学ぶ展示室」「安全への誓い」を総合教育
訓練センター内に設置しています。
　同センターには、当社及び他社において発生した重大事故の中から安全対策面で一つの契機となり、かつ、教訓となっ
た事故や多数の死傷者を発生させ社会に大きな影響を与えた事故等を選定し、当時の写真や新聞記事等を展示していま
す。また、デジタルサイネージを導入し事故内容を視覚的にわかりやすく伝えるため、教材の映像化を行い、社内研修等で
活用しています。

事故に関するパネル展示（デジタルサイネージ） 安全への誓い
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7 . 死傷事故防止対策

自殺対策強化月間・自殺予防週間生徒作品

「いのちの電話」ポスター

アロマディフューザー踏切青色照明

7 . 死傷事故防止対策

　人身事故の防止に向け、各種設備対策を実施するとともに、関係機関と協力した啓発活動を行っています。

【「いのちの電話」ポスターの掲出】
　一般社団法人「日本いのちの電話連盟」にご協力をいただき、駅や踏切に相談窓口のポスター等を掲出しています。

【青色照明の設置】
　人身事故防止対策として、心理的な鎮静効果があるとされる
青色照明を一部の駅や踏切に設置しています。

【アロマディフューザーの設置】
　人身事故防止対策として、リラックス効果が期待されるミント
系の香りのアロマディフューザーを一部の駅に設置しています。

【自殺対策強化月間・自殺予防週間】
　自殺対策強化月間・自殺予防週間実施中に、沿線に住む小中学生が自殺防止を呼びかける美術品を作製し、駅に展示しています。
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8 . 事故の発生状況8 . 事故の発生状況

鉄道運転事故

輸送障害

インシデント

鉄道運転事故の件数
　2023年度に当社で発生した鉄道運転事故は、踏切障害事故が20件、
鉄道人身傷害事故が31件でした。
※鉄道運転事故…列車衝突事故、列車脱線事故、列車火災事故、
　　　　　　　　踏切障害事故、道路障害事故、鉄道人身障害事故、
　　　　　　　　鉄道物損事故

踏切障害事故の主な原因
　踏切障害事故とは踏切道において、列車又は車両が道路を通行する人又は車両等と衝突・接触した事故のことです。当社で発生
した直近5年間の踏切障害事故件数は63件で、その主な原因は踏切道内停車、直前横断などです。

鉄道人身障害事故の主な原因
　鉄道人身障害事故とは列車又は車両の運転により、人の死傷を生じた事故のことです。当社で発生した直近5年間の鉄道人身傷
害事故件数は94件で、その主な原因は線路内立ち入り、ホーム上での接触などです。

　当社で発生した2023年度の輸送障害は合計67件で、その主な原因は第三者による事故（人の敷地内立入りなど）、自然災害など
です。
※輸送障害…鉄道による輸送に障害を生じた事態で、鉄道運転事故以外のもの

　2023年度はインシデントの発生はありませんでした。
※インシデント…鉄道運転事故が発生する恐れがあると認められる事態、閉そく違反、信号違反等、信号冒進、本線逸走、
　　　　　　　　工事違反、車両脱線、施設障害、車両障害、危険物漏えい、その他

2019 2020 2021 20232022 （年度）

（件）

鉄道人身障害事故・・・
列車脱線事故・・・

踏切障害事故・・・

20件

31件

0

10

20

30

40

その他14件（22％）直前横断22件（35％）踏切道内停車23件（37％） 側面接触4件
（6％）

線路内立ち入り55件（60％） ホームからの
転落13件（11％）

ホーム上での接触
26件（29％）

設備の故障など
10件（15％）自然災害13件（19％）第三者による事故など44件（66％）

 【踏切障害事故の原因別の件数と内訳】
総件数 63件

CHECK

 【鉄道人身障害事故の原因別の件数と内訳】
総件数 94件

CHECK

 【輸送障害の原因別の件数と内訳】
総件数67件

CHECK
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9 . ご利用のお客様、沿線の皆様とともに9 . ご利用のお客様、沿線の皆様とともに

CS 活動の推進

事故防止啓発活動の推進

　当社では、「東武鉄道お客さまセンター」を設け、日頃より当社線をご利用いただいているお客様をはじめ、沿線にお住まいの皆
様からのお問い合わせにお答えするとともに、お気づきの点やご提案などを今後の経営に反映させ、より一層皆様に選んでいた
だける東武鉄道を目指しています。
　また、お寄せいただいたマナー改善に関するお声を参考に、安全・安心・快適に鉄道をご利用いただける環境づくりをお客様と
ともに目指していくため、駅や列車内へのマナー啓発ポスター掲出等で、お客様のご理解とご協力を呼びかけています。

【警察等との合同啓発活動】
　沿線警察署等と合同で、踏切や駅構内を通行される皆様に事
故防止啓発グッズを配布しながら、駅や踏切での事故防止につ
いて啓発活動を実施しました。

【小学生の事故防止ポスターの掲出】
　沿線小学校にご協力いただき、児童が描いた事故防止啓発ポスターを、駅の構内や踏切付近に掲出することで事故防止とマ
ナー向上を呼びかけています。

【ラジオでの情報発信】
　一人でも多くのお客様に事故防止の重要性を知っていただく
ことを目的に、ラジオ放送（Nack5）を利用した情報発信を実施
しました。

沿線小学生による事故防止啓発ポスター

警察と協力した啓発活動 ラジオ放送（Nack5）による情報発信
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9 . ご利用のお客様、沿線の皆様とともに

お客様へのお願い

【車内で急病人、トラブルの際は】
　車内非常ボタン（非常通報器・非常報知器）を押してください。乗務員と通話ができます。一部の車両では乗務員へ異常を知らせます。

非常通報器 非常報知器

【万が一、車が踏切内に閉じ込められた時は】
　遮断かんを押すように車をゆっくり前進させ、そのまま脱出してください。

【警報機が鳴り始めた時は】
　列車が接近しています。無理な横断は大変
危険ですので、列車の通過を待ってから横断
してください。

【踏切で事故、トラブルがあった時は】
　非常ボタンを押してください。運転士に異
常を知らせます。
※�非常ボタンを押した時は、非常ボタンの下に掲示して

あるフリーダイヤルにご連絡ください。

【歩きながらのスマートフォン等のご使用は】
　ホームからの転落事故につながったり、列車や他のお客様と
接触したりする恐れがあり大変危険ですのでおやめください。

【列車に乗車される時は】
　整列乗車にご協力をお願いいたします。また、発車間際の駆込
み乗車は転倒・転落事故につながるだけでなく、列車の遅れの原
因となり他のお客様のご迷惑にもなりますのでおやめください。【線路内に物を落とされた時は】

　駅係員にお知らせください。むやみに線路内に下りること
は、列車との接触につながる恐れがあり大変危険ですのでおや
めください。

【お困りのお客様へのお声かけ】
　当社社員がお困りのお客様
への積極的な声かけを行って
おりますが、さらに安全に鉄
道をご利用いただくため、ご
利用のお客様にもお困りのお
客様へのお声かけのご協力を
お願いいたします。

【ホームから転落したお客様を発見した時は】
　非常停止ボタンを押してください。付近を走行する列車に緊
急停止の警報が発信されます。

ゆっくりと押し出すように そのままゆっくりと前進 車全体が出るまで進んでください


